
2021年度学位授与の方針（学生が身に付けるべき資質・能力の目標）（DP）に照らした
学修成果に関する検証
＜福祉行政学科＞

2021年度の在籍生に対してマイステップ「学修成果の把握」を実施し、各項目についての評価点を集計・分析した。
項目名とガイドラインは以下の通りである。各項目における評価の視点と点数は、章末にまとめて示した。

4年生8名、3年生19名、2年生29名、1年生79名から回答があった。各項目の評価点の平均値を学年別にレーダー
チャートにプロットしたのが下のグラフである。差異を見やすくするために、グラフ上では評価点のレンジを1.5ー5.0
とした。学年進行に伴い、すべての項目の評価点が伸びる結果となり、学修成果の向上へ向けての取組は適切であっ
たと考えられる。



その他、自由記載として、気づいたこと、感想、今後の学修への取組などについて、以下のようなコメントが寄せ
られた。

4年生
・様々な授業を通して、基礎的な知識から応用的な知識までより深く学ぶことができた。また、生活していく中で必
要な情報を得ることができ、自ら学ぼうとしなければ知ることができなかったことまで学習することができた。これ
らの知識は知ってはいても実際に活用することができなければ意味がないと考えている。したがって、これらの知識
をこれからの生活でうまく活用していけるように日々努力していきたい。

・コミュニケーション力はこれから社会人になるうえでまだまだ必要になると思った。

3年生
・課題でのレポート提出が多かったが、いつもよりスラスラと書けるようになった。もっと構成面などもしっかりと
していきたい。

・社会問題については、なるべく調べてどんな事が世の中で起こっているのか見る様にはしているが、まだそれを自
分なりに考えて提言出来るスキルが身について居ないと感じる。周りなどと意見を交わしアンテナを高く張り自分
だったらどの様な事で社会に貢献出来るか考えて行動に移していけるように励んでいきたい。

2年生
・コミュニケーション力をもっとつけていかなければいけないなと感じました。

1年生
・十分にICTの技術力が向上しなかったので2年次に向けてICTの技術をもっと高めていきたい。

・コロナ禍の影響でオンデマンド授業になることが多かったですが自宅で学ぶことの意味や利点を見つけることがで
きました。

＜各項目における評価の視点と点数＞




